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〈編集後記 〉
京大 に転 出された小野委員 を引 き継いで1年 半 とな りま した。編集委員長の北 岡先生 を
除いて唯一人の基礎工学研究科の編集委員ですので、寄稿 をお願いで きる研究室 も数多 く、
これまでは原稿集めの苦労 をあま り経験せず楽 しく参加 させて頂いてお ります。特 に、基
礎工 に赴任 して1年 後か ら参加 させ て頂 くことになった ものですか ら、年4回 の編集会議
は私 にとって阪大の研究 アクティビテ ィーを知 る非常 に良い機会 となってお ります。
今号では、阪大附属の施設 ・研究所 の3名 の先生方に研究ノー トのご執筆 を頂 きま した。
内容 も理論 と実験、対象 も界面、電気伝導、磁性 と多岐 に亘る先端的 なもので、読者の皆
様 に も興味深 く読んで頂けたのではないか思います。 この ように学部 ・大学院以外 に所属
されている研究者の方々の報告が多いの も、 「低温セ ンターだよ り」の特色の1つ と考 え
てお ります。
また、 「低温セ ンターだよ り」 には肩 のこらない話題 もしば しば掲載 されています。今
月は基礎工 に昨年度赴任 された鈴木義茂先生 に談話室 をお書 き頂 きま した。 タイ トルか ら
は"甘 口"の 原稿 を想像 しますが、 ピリッと"辛 口"の 指摘 も鎮 め られてい ます。是非、
ご一読 をお願 い致 します。 インパ ク トファクターなる ものが幅 をきかせている世の中です
が、 「低温セ ンターだよ り」の"性 能指数"は どう定義すべ きで しょうか?
(芦田昌明)
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表紙説明 有機ELデバ イス における電子輸送層お よびエ ミッシ ョン層の材料 と して最 も良 く使 わ
れ る トリス(8一 ヒ ドロキシキノリナ ト)ア ル ミニム(皿)分 子の アル ミニ ウム表面
上 での吸着構造。(本 文p.3参照)
